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1.  平成21年8月期第3四半期の連結業績（平成20年9月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年8月期第3四半期 445,697 ― 6,971 ― 7,222 ― 3,978 ―
20年8月期第3四半期 473,040 12.0 13,832 △11.5 13,917 △9.5 3,586 △45.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年8月期第3四半期 2,373.75 ―
20年8月期第3四半期 2,371.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年8月期第3四半期 245,661 59,945 22.6 33,170.91
20年8月期 238,183 58,089 22.7 32,281.65

（参考） 自己資本   21年8月期第3四半期  55,591百万円 20年8月期  54,100百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年8月期 ― 0.00 ― 1,000.00 1,000.00
21年8月期 ― 0.00 ―
21年8月期 

（予想） 1,000.00 1,000.00

3.  平成21年8月期の連結業績予想（平成20年9月1日～平成21年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 582,000 △7.7 11,700 △28.4 12,400 △25.4 5,000 ― 2,983.47
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する 
 一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する 
 事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準 
 の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財 
 務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年8月期第3四半期 1,675,902株 20年8月期  1,675,902株
② 期末自己株式数 21年8月期第3四半期  ―株 20年8月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年8月期第3四半期 1,675,902株 20年8月期第3四半期 1,512,402株

- 2 -



  

当第３四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）におけるわが国経済は、サ

ブプライム問題に端を発した世界的金融危機の中、企業収益が大幅に悪化し個人消費も冷え込み、この間

景気は継続的に低迷しておりました。  

当家電小売業界では、引き続き単価下落はあったものの販売台数を伸ばした大画面薄型テレビ、ブルー

レイディスクレコーダー及び、消費者の環境意識の高まり等を受けた冷蔵庫、洗濯機、調理家電等の省エ

ネ・高付加価値商品の売上高は堅調でありました。一方、暖冬の影響を受けたエアコンに加えパソコン、

デジタルカメラ、ゲーム等が不振でありました。 

全体としては個人消費が冷え込む中で業界全体として厳しい市場環境で推移いたしましたが、平成21年

５月15日の購入分から適用される政府のエコポイント制度開始による需要の高まりが期待されておりま

す。 

このような環境下、当第３四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成21年５月31日まで）は景気

後退に直面した厳しい期間でありましたが、当社グループは「より豊かな生活を提案する、進化し続ける

こだわりの専門店の集合体」の一層の強化を目指して、価格・品揃え・接客・サービス・店作りにおい

て、お客様に更にご満足いただけるよう改善を重ねてまいりました。 

店舗展開につきましては、平成20年11月20日にビックカメラ浜松店を、平成21年２月20日にビックカメ

ラ新潟店を開店しております。 また、株式会社Ｂ＆Ｂ（出資比率は株式会社ベスト電器90％、当社

10％）との間に平成21年４月１日に締結したフランチャイズ契約に基づき、第１号店として平成21年６月

５日にビックカメラ山口店が開店しております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 4,456億97百万円、営業利益は 69億71百万円、経

常利益は 72億22百万円、四半期純利益は 39億78百万円となりました。 

  

① 資産、負債及び純資産に関する分析 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 74億78百万円増加（前連結会計年

度末比 3.1％増）し、2,456億61百万円となりました。主な要因は現金及び預金の増加 39億34百万円、商

品及び製品の増加 25億30百万円によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ 56億21百万円増加（前連結会計

年度末比 3.1％増）し、1,857億15百万円となりました。主な要因は短期借入金の増加 182億83百万円と

長期借入金の減少 97億27百万円、未払法人税等の減少 31億９百万円によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 18億56百万円増加（前連結会

計年度末比 3.2％増）し、599億45百万円となりました。主な要因は四半期純利益（純資産の増加）39億

78百万円、剰余金の配当（純資産の減少）16億75百万円によるものであります。 

   

② 連結キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前

連結会計年度末に比べ 33億51百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には 258億７百万円となりま

した。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は 21億69百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益 

69億58百万円、法人税等の支払額 59億73百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 28億４百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

支出 20億20百万円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は 39億87百万円となりました。これは主に、短期借入金の純増加 182億

83百万円と長期借入金の返済（収入と支出の差額）121億62百万円によるものであります。 

  

当社グループを取り巻く環境は、個人消費が急速に冷え込む中で同業他社の出店や価格競争等が続くも

のと予想されます。一方、エコポイント制度による省エネ家電製品の需要の高まりや、新作ゲームソフト

の発売などが予定されております。こうした状況下にあって、当社グループは、①市場シェアの拡大、②

顧客基盤の拡大と利用頻度の向上、③コストの削減・在庫管理の徹底、④業務提携の推進、を継続・強化

することで「より豊かな生活を提案する、進化し続けるこだわりの専門店の集合体」の完成形を目指し、

お客様のご支持をいただけるよう業績の向上に努めてまいります。 

なお、連結業績予想については、平成21年２月26日付「業績予想の修正に関するお知らせ」の連結業績

予想に変更はありません。  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。 

② たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会

計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

  該当事項はありません。 

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として売価還元法による原価法によっ

ておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として売価還元法による原価法（貸借対照表価

額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ240百万円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,137 24,202

受取手形及び売掛金 22,732 21,482

商品及び製品 45,274 42,743

原材料及び貯蔵品 237 189

番組勘定 147 330

その他 20,772 19,659

貸倒引当金 △44 △33

流動資産合計 117,256 108,573

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 18,684 18,504

土地 40,924 40,913

その他（純額） 2,520 2,636

有形固定資産合計 62,129 62,054

無形固定資産 14,240 14,329

投資その他の資産   

差入保証金 28,594 28,479

その他 25,287 26,500

貸倒引当金 △2,005 △1,946

投資その他の資産合計 51,877 53,033

固定資産合計 128,246 129,417

繰延資産 158 192

資産合計 245,661 238,183
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 47,706 45,844

短期借入金 48,875 30,592

1年内返済予定の長期借入金 21,005 23,441

1年内償還予定の社債 720 720

未払法人税等 2,575 5,684

賞与引当金 2,619 1,851

ポイント引当金 12,959 12,955

その他 13,086 13,279

流動負債合計 149,549 134,369

固定負債   

社債 480 900

長期借入金 28,828 38,555

退職給付引当金 4,832 4,300

役員退職慰労引当金 41 612

その他 1,983 1,355

固定負債合計 36,166 45,724

負債合計 185,715 180,094

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,402 18,402

資本剰余金 17,976 17,976

利益剰余金 21,237 18,934

株主資本合計 57,615 55,313

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,024 △1,212

評価・換算差額等合計 △2,024 △1,212

少数株主持分 4,354 3,988

純資産合計 59,945 58,089

負債純資産合計 245,661 238,183
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 445,697

売上原価 339,740

売上総利益 105,957

販売費及び一般管理費 98,985

営業利益 6,971

営業外収益  

受取利息 39

受取配当金 89

負ののれん償却額 78

受取賃貸料 688

受取手数料 552

その他 994

営業外収益合計 2,441

営業外費用  

支払利息 1,194

持分法による投資損失 8

その他 988

営業外費用合計 2,190

経常利益 7,222

特別利益  

固定資産売却益 4

特別利益合計 4

特別損失  

固定資産除却損 94

投資有価証券評価損 173

減損損失 0

特別損失合計 268

税金等調整前四半期純利益 6,958

法人税、住民税及び事業税 2,868

法人税等調整額 △131

法人税等合計 2,736

少数株主利益 244

四半期純利益 3,978
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【第３四半期連結会計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 151,053

売上原価 114,431

売上総利益 36,622

販売費及び一般管理費 33,479

営業利益 3,142

営業外収益  

受取利息 10

受取配当金 20

負ののれん償却額 26

受取賃貸料 234

受取手数料 227

その他 185

営業外収益合計 704

営業外費用  

支払利息 374

持分法による投資損失 96

課徴金 253

その他 248

営業外費用合計 972

経常利益 2,873

特別利益  

固定資産売却益 4

投資有価証券評価損戻入益 1,943

特別利益合計 1,948

特別損失  

固定資産除却損 58

減損損失 0

特別損失合計 58

税金等調整前四半期純利益 4,762

法人税、住民税及び事業税 642

法人税等調整額 1,573

法人税等合計 2,215

少数株主利益 39

四半期純利益 2,507
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 6,958

減価償却費 2,269

減損損失 0

のれん償却額 292

貸倒引当金の増減額（△は減少） 69

賞与引当金の増減額（△は減少） 768

ポイント引当金の増減額（△は減少） 3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 532

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △571

受取利息及び受取配当金 △128

支払利息 1,194

為替差損益（△は益） 4

持分法による投資損益（△は益） 8

固定資産売却損益（△は益） △4

固定資産除却損 94

投資有価証券評価損益（△は益） 173

売上債権の増減額（△は増加） △876

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,394

仕入債務の増減額（△は減少） 1,727

その他 △1,139

小計 8,982

利息及び配当金の受取額 338

利息の支払額 △1,178

法人税等の支払額 △5,973

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,169

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △883

定期預金の払戻による収入 300

有形固定資産の取得による支出 △2,020

有形固定資産の売却による収入 33

無形固定資産の取得による支出 △413

投資有価証券の取得による支出 △25

投資有価証券の売却による収入 49

貸付けによる支出 △107

貸付金の回収による収入 48

差入保証金の差入による支出 △744

差入保証金の回収による収入 599

持分法適用の範囲の変更を伴う関連会社株式の取
得による支出

△45

その他 403

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,804
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(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 18,283

長期借入れによる収入 4,600

長期借入金の返済による支出 △16,762

社債の償還による支出 △420

配当金の支払額 △1,680

少数株主への配当金の支払額 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,987

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,351

現金及び現金同等物の期首残高 22,455

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,807

（株）ビックカメラ(3048)　平成21年8月期第3四半期決算短信

- 11 -



当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日） 

該当事項はありません。 

  

第１四半期連結累計期間において、セグメント事業毎の営業損益の重要性が増したため第１四半期連

結累計期間より事業の種類別セグメント情報の開示を行っております。 

  

 当第３四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日) 

 
(注) 1. 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

2. 各区分の主な商品・役務 

(1) 物品販売事業 …… 音響映像商品・家庭電化商品・情報通信機器商品等 

(2) 放送事業 ………… テレビ放送事業・ケーブルテレビ事業 

(3) その他の事業 …… ゴルフ事業等 

3. 会計処理基準に関する事項の変更 

  (棚卸資産の評価に関する会計基準の適用) 

   当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基

準」(企業会計基準委員会 企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、主として売価還元法によ

る原価法によっておりましたが、主として売価還元法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法)に変更しております。 

   この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は物品販売事業にお

いて240百万円減少しております。 

 なお、放送事業及びその他の事業において、この変更による営業損失に与える影響はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日) 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  
  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年５月31日） 

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

［事業の種類別セグメント情報］

物品販売事業 
(百万円)

放送事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去または 
全社(百万円)

連結
(百万円)

売上高 442,722 3,586 1,342 447,651 (1,953) 445,697

営業利益または 
営業損失(△)

7,402 △383 △8 7,010 (  38) 6,971

［所在地別セグメント情報］

［海外売上高］

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

(1) （要約）四半期連結損益計算書 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成19年９月１日 至 平成20年５月31日） 

 
  

「参考資料」

前年同四半期
（平成20年８月期
第３四半期）

区分
金額

（百万円）

Ⅰ 売上高 473,040

Ⅱ 売上原価 362,309

   売上総利益 110,730

Ⅲ 販売費及び一般管理費 96,897

   営業利益 13,832

Ⅳ 営業外収益 2,409

Ⅴ 営業外費用 2,324

   経常利益 13,917

Ⅵ 特別利益 345

Ⅶ 特別損失 1,570

   税金等調整前四半期純利益 12,692

   税金費用 8,829

   少数株主利益 277

   四半期純利益 3,586
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(2) （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年９月１日 至 平成20年５月31日） 

 
  

前年同四半期
（平成20年８月期
第３四半期）

区分
金額

（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 1. 税金等調整前四半期純利益 12,692

 2. 減価償却費 2,044

 3. 減損損失 154

 4. のれん償却額 238

 5. 貸倒引当金の増減額 △2

 6. 賞与引当金の増減額 860

 7. ポイント引当金の増減額 505

 8. 退職給付引当金の増減額 483

 9. 役員退職慰労引当金の増減額 38

 10. その他引当金の増減額 △12

 11. 受取利息及び受取配当金 △341

 12. 支払利息 1,586

 13. 為替差損益 39

 14. 固定資産売却益 △265

 15. 固定資産売却損 3

 16. 固定資産除却損 196

 17. 投資有価証券売却益 △9

 18. 投資有価証券売却損 0

 19. 投資有価証券評価損 1

 20. 流動化処理見直し損失 904

 21. 売上債権の増減額 △6,158

 22. たな卸資産の増減額 △14,323

 23. 仕入債務の増減額 8,519

 24. その他 △1,374

    小計 5,782

 25. 利息及び配当金の受取額 387

 26. 利息の支払額 △1,816

 27. 法人税等の支払額 △9,479

  営業活動によるキャッシュ・フロー △5,124
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前年同四半期
（平成20年８月期
第３四半期）

区分
金額

（百万円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 1. 定期預金の預入による支出 △60

 2. 定期預金の払戻による収入 841

 3. 有形固定資産の取得による支出 △6,296

 4. 有形固定資産の売却による収入 1,743

 5. 無形固定資産の取得による支出 △1,134

 6. 投資有価証券の取得による支出 △6,809

 7. 投資有価証券の売却による収入 51

 8. 出資金の払込による支出 △20

  9. 保証金の支払による支出 △1,273

 10. 保証金の返還による収入 541

 11. 貸付による支出 △49

 12. 貸付の回収による収入 140

 13. その他 △1,028

  投資活動によるキャッシュ・フロー △13,355

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 1. 短期借入金の純増減額 14,866

 2. 長期借入れによる収入 40,100

 3. 長期借入金の返済による支出 △27,705

 4. 社債の償還による支出 △13,170

 5. 少数株主からの払込みによる収入 598

 6. 配当金の支払額 △1,125

 7. 少数株主への配当金の支払額 △88

  財務活動によるキャッシュ・フロー 13,475

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △39

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △5,043

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 29,910

Ⅶ 新規連結による現金及び現金同等物の増加額 319

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末残高 25,185
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 【生産、受注及び販売の状況】 

   品目別売上高 

 
(注) 1. 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

2. 前連結会計年度において情報通信機器商品の「パソコン周辺機器」及び「その他」に含めておりましたデジ

タルカメラ及びそのアクセサリーについては、第１四半期連結累計期間より音響映像商品の「カメラ」に含

めて表示しております。 

3. その他の事業には放送事業の売上高 2,761百万円が含まれております。 

6. その他の情報

品目別

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
至 平成21年５月31日)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

音響映像商品

カメラ 32,309 7.2

テレビ 41,373 9.3

ビデオデッキ・カメラ 21,482 4.8

オーディオ 18,956 4.3

ＡＶソフト 8,176 1.8

その他 11,926 2.7

小計 134,224 30.1

家庭電化商品

冷蔵庫 9,336 2.1

洗濯機 8,373 1.9

調理家電 8,668 2.0

季節家電 9,508 2.1

理美容家電 11,326 2.5

その他 11,218 2.5

小計 58,431 13.1

情報通信機器 
商品

パソコン本体 49,419 11.1

パソコン周辺機器 27,132 6.1

パソコンソフト 14,785 3.3

携帯電話 40,974 9.2

その他 29,261 6.5

小計 161,573 36.2

その他の商品

ゲーム 28,715 6.4

時計 10,981 2.5

書籍 1,202 0.3

メガネ・コンタクト 3,579 0.8

その他 44,006 9.9

小計 88,484 19.9

物品販売事業 442,714 99.3

その他の事業 2,983 0.7

合計 445,697 100.0
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